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　この夏、ボランティア活動のはじめの一歩を自分の足でふみ出してみませんか。市内の福祉施設
や、ボランティア活動団体等にご協力をいただき、ボランティア活動を体験する「サマーちゃれん
じ2022」を開催します。

“ボランティア活動”のはじめの一歩！

7月23日（土）～8月18日（木）【体 験 期 間】

市内の福祉施設（高齢者福祉施設、障害者福祉施設、保育園
等）・ボランティア団体等

【活 動 場 所】

・�小学5年生から一般の方まで（活動先により異なります）
・�原則として同じ施設で連続3日間活動ができ、事前学習会
に参加できる方

【対　象　者】

必ず①②のどちらかに出席してください。
① 7月6日（水）午後6時～7時（受付：午後5時30分まで）
② 7月11日（月）午後6時～7時（受付：午後5時30分まで）
会場は両日とも、ゆいわーく茅野3階　集会室（茅野市ひと・まちプラザ）

【事前学習会】

500円（ボランティア活動保険代を含む）事前学習会に参加の際にお持ちください。【参　加　費】

6月1日（水）～6月22日（水）　※先着順で受け付けます。【募 集 期 間】

活動場所・活動日など活動内容を一覧にした冊子を、5月下旬から社協事務局でお
渡しします。また、市内小・中・高等学校等にも冊子を配布します。その他、社協
ホームページでも冊子と同じ内容を確認できます。

【参 加 要 項】

①参加申込用紙に記入し、郵送、FAX、または社協窓口にご持参ください。
② �社協ホームページから参加申込用紙をダウンロードすることができます。
　小・中・高校生は、保護者の同意をお願いします。

【申 込 方 法】

新型コロナウイルス感染拡大の状況により、事業を中止・中断する場合があります。【そ　の　他】

茅野市社会福祉協議会　茅野市社協ボランティアまちづくりセンター
TEL　73－4431

【問合せ・
申込み先】
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　令和３年度までの「日常生活支援係」と「在
宅福祉係」を、「生活支援サービス係」に統合
しました。現在、高齢で身寄りのない世帯が
増えてきており、今後も更なる増加が見込ま
れています。
　このような中で、介護保険サービスや障害
者支援サービスなどの在宅支援と、生活困窮
者支援や権利擁護支援などの日常生活支援と
の連携強化を図り、住み慣れた地域で安心し
て暮らすための「生活支援」の強化を進めま
す。

事務局長

総務・企画係

地域福祉活動推進係

生活支援サービス係

保健福祉 SC（CSW）

茅野市社協ボランティア
まちづくりセンター

本部（日常生活支援）

介護保険等事業所

障害者等支援事業所

市民活動センター

R3年度まで

在宅福祉係

日常生活支援係

〇 お問合せ・ご予約は

　 ７３－４４３１（茅野市社会福祉協議会）　　【予約受付時間　平日の午前９時から正午】

新型コロナワクチン集団接種会場
（健康管理センター）への�無料送迎実施中

〇 サービスを利用できる方は？
健康管理センター（集団接種会場）でのワクチン接種予約済みの方で、以下の全ての項目に当てはまる方です。

１  運転ができない方

２  家族による送迎ができない方

３  送迎車両にご自身で乗降できる方

４  公共交通手段を利用できない方

５  予約時点で、接種予約日まで１週間以上期間のある方
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❸ 乗車時に接種券を提示する ❹ 集団接種会場で接種を受ける ❺ ご自宅までお送りします

❷  予約日にご自宅に
伺います

◎予約状況に
よ り お 受 け 
できないこと
もございます

【利用方法】
◎  ワクチン接種の予約を

済ませてから

事務局体制変更のお知らせ

❶ 送迎予約の電話をする

やらざあ　6月号
─2─



令和4年度　茅野市社会福祉協議会の事業と予算

　茅野市社協は、市民一人ひとりを大切にした総合的な地域福祉の推進を目指して、令和4年度は下記
の事業に取り組みます。なお、社協が実施している事業を「やらざあ」にて随時、紹介していきます。

予算総額　345,488 千円

　社協広報紙「やらざあ」、ホームページ、SNSなど�
を活用した情報提供、福祉意識の啓発を行います。ま
た、社会福祉大会の開催や社協会員の加入促進を行う
とともに、様々な生活課題に対して総合的に支援、応
援できる社協組織体制に変更し、取組を進めます。

（64,149千円）

福祉を支えるための
総合支援・応援体制づくりを推進します

　訪問介護事業（ヘルパー）・通所介護事業（西部デ
イサービス）・居宅介護支援事業（ケアマネージャー）
を通して、高齢者や障害のある方が安心して地域での
自立生活が続けられるよう、きめ細かな介護サービス
を提供します。

（112,913千円）

“心のこもった” 介護サービスを提供します

　「あすなろセンター」の運営を通して障害のある方
に、就労の機会、機能訓練、社会参加の場を提供して
いきます。また、利用者の方々の様々なニーズに応
え、適切なサービスが受けられるように利用計画を作
成する相談支援サービスを提供します。
　また、障害のある方のご家族の就労支援及び一時的
に支援するために、日中一時支援事業を開始し、あす
なろセンターと地域とを結びつけながら新たな事業
展開を目指します。

（31,120千円）

障害のある方の相談、
居場所づくりや就労支援をします

　住み慣れた地域で安心して生活を送れるように、�
シャララほっとサービス、配食サービス「おたっしゃ
弁当」、移送サービスなど、利用者一人ひとりに寄り
添った生活支援サービスを提供します。また、様々な
生活課題を抱える方に対し、総合相談や貸付事業、成
年後見制度などを横断的に組み合わせて切れ目のな
い支援を行います。
　また、今年度も、「まいさぽ茅野市」へ職員を派遣
し、相談・連携体制の充実と、生活困窮者のニーズに
応じたサービスの構築に繋げます。

（68,130千円）

一人ひとりの日常生活を支え、応援します

　各地区に配置している生活支援コーディネーター
が、「住民同士が互いに支え合える地域づくり」を進
めるため、地区社協や福祉推進委員の活動支援を行い
ます。また、個別訪問を通して、子どもから高齢者まで
一人ひとりの生活課題を解決できるよう支援します。
　住み慣れた地域で生きがいを持ちながら生活できる
ように、活動者同士の
つながり、地域での見
守り、趣味や体操等に
よる居場所づくりなど
の支え合いの仕組み
づくりを地域のみなさ
んと一緒に進めます。

（59,856千円）

みなさんの地域づくりを応援します

　昨年度に設置しました「茅野市社協ボランティアまち
づくりセンター」において、地域や学校などで“ふくし”
の心を育む福祉教育（共育）学習を行うとともに、地
域の福祉課題の解決に取り組む様々なボランティア
活動を支え、課題を一緒に考えます。また、「ゆいわー�
く茅野」において、
市民、行政、社協の
三者協働によって、
様々な市民活動・
ボランティア活動
の総合的な展開に
努めます。

（9,280千円）

ボランティア・
市民活動（市民力）を推進、支援します

詳しくは、茅野市社会福祉協議会のホームページをご覧いただくか、社協事務局へお問い合わせください。
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今回の
クイズ
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写真と場所をつないでください

①  上場沢から 
見る八ヶ岳

③  風よけの松② 長円寺

Ⓐ Ⓑ Ⓒ

応募要領
　クイズの答え、住所、氏名、年齢（年代）、電話番号に
社協へのご意見、ご要望、やらざあの感想、つぶやきな
ど一言添えて社協（やらざあ編集委員会）までお送り下
さい。ハガキや封書の他、ホームページのお問い合わせ
フォームからも応募できます。正解者の中から抽選で３
名の方に図書カードを差し上げます。

応募締め切り　令和4年6月8日（水）
前回のクイズの答え　祝日・○○の日
当選者

坂本桔平さん（ちの）　　　牛山さき子さん（玉川）
両角智佳子さん（北山）　　

当選された方には図書カードをお送りいたします。

　ご応募ありがとうございました。
　

茅野市のオススメスポット

社協広報紙 の発行にはみなさんの社協会費と共同募金が使われています。

心配ごと相談
どんなことでもご相談ください。
毎週金曜日　午前9時～正午
相談員：社協職員

結婚相談
結婚を望まれる方の相談
毎月第1・3土曜日　午後1時～午後4時
毎月第2・4金曜日　午後6時30分～午後8時30分
相談員：結婚相談員

司法書士の法律相談（予約制）
身近な法律に関する相談
毎月第2水曜日　午後3時～午後5時
相談員：司法書士

すべての相談会場は
社協相談室（茅野市ひと・まちプラザ2階）になります。

☎73－4431
　新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止又は、電話による
相談になる場合があります。

◦ 「泉野小のSDGsの活動が、先進的で驚きました。カー
ドゲームでやり方を考えるいいきっかけになると思いま
した。 （北山　女性）

◦ やらざあで紹介されていた消毒ボランティアたいへんあ
りがたいことだと思います。学校ではコロナ関係で職員
の業務、新しいことが増加している中、このような情報
を流していただけるのはありがたいです。

 （ちの　60代　男性）
◦ もうすぐ上社御柱山出しが始まります。今回の御柱は新

型コロナウイルス感染拡大に伴いトレーラーで運ばれま
す。しかも、木落としもありません。しかし、こういう
年もあるという記念すべき御柱でありたいです。

 （宮川　50代　女性）
◦ クイズを解くのに久しぶりに頭を使いました。いまだに

世界の中では争い侵略があり、毎日テレビで画像を観る
と早く平和になることを祈るばかりです。

 （玉川　70代　女性）
◦ いつも地域の情報を興味深く読ませていただいていま

す。コロナ禍でも対策をしつつコミュニティを大切にする
気持ちが伝わってきます。 （ちの　40代　女性）

◦ 今月号のやらざあで、小学生の子たちがSDGsの勉強を
するんだなぁと感心してしまいました。ちなみに私は伝
統野菜の上野大根を最近食べて、コリコリして美味しか
ったです。高校生の私も、フードドライブなど自分の出
来ることで地域に貢献していきたいと思いました。

 （ちの　女性）

ご寄付ありがとうございました
令和4年2月1日～令和4年3月31日まで

（順不同、敬称は省略させていただきます）

【寄　贈】 
株式会社三公商事　アサヒグループ本社
 菓子、飲料等　15品目
玉川女性の会 清拭布20㎏　リース
ウィズ諏訪 ぞうきん　5.4㎏
朝倉　実唯菜 レトルト食品等

【寄付金】　
有限会社夢美人　代表取締役　両角和茂 47,258円
茅野高等学校生徒会 65,410円
三栄製薬株式会社　代表取締役　藤森博昭 300,000円
Takeちゃん（匿名） 1円玉募金

みなさんからいただいたご寄付は、社協運営事業、ボランティア活
動の支援等にも使われています。
※この他にも匿名で多くの物品やご寄付をいただいております。

写真提供：宮澤和加雄さん（玉川）
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